
本章のおもな明細書記載ポイント

周術期等口腔機能管理

周計1  周計1  300300　　周計2  　　周計2  150150　　　　
周前（Ⅰ） 周前（Ⅰ） 280280　　周後（Ⅰ） 　　周後（Ⅰ） 190190×　　×　　
周前（Ⅱ） 周前（Ⅱ） 500500　　周後（Ⅱ） 　　周後（Ⅱ） 300300×　×　
周（Ⅲ） 周（Ⅲ） 200200＋＋5050　　周（Ⅳ） 　　周（Ⅳ） 200200×　＋×　＋5050×　×　
回計1 回計1 300300　　回計2 　　回計2 150150　　回機能 　　回機能 200200

imp 42×　　OAp3  680680×　　術口衛（前） ×　　術口衛（前） 100100　　術口衛（後） 　　術口衛（後） 100100　　術口衛1（Ⅲ） 　　術口衛1（Ⅲ） 100100×　　術口衛2（Ⅲ） ×　　術口衛2（Ⅲ） 110110　　　　
術口衛1（Ⅳ） 100100×　　術口衛2（Ⅳ） ×　　術口衛2（Ⅳ） 110110　　回口衛 　　回口衛 100100×　×　
imp imp 4242×　　OAp3  ×　　OAp3  
術口衛1（Ⅳ） 術口衛1（Ⅳ） 術口衛1（Ⅳ） 

・ 口腔粘膜保護材は「処置・手術」の「その他」欄に記載する．
（例）エピシル10エピシル10 mLmL 766766

・ 口腔内装置は印象採得，装置所定点数（装着料と合算）ともに「処置・手術」の「その他」
欄に記載する．

・ う蝕や歯周病等がない場合の傷病名は，「周術期等口腔機能管理中」か「術後合併症」とする．
・ 周術期等専門的口腔衛生処置 2 を算定する場合または追加で口腔粘膜保護材を使用する場合の

傷病名は，「口腔粘膜炎」または「OMuco」とする．
・ 気管内挿管時の歯の保護等を目的とした口腔内装置を製作する場合の傷病名は，「気管内挿管

時の口腔内装置必要状態」とする．

※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例
（本誌 117 頁）」を参照のこと．

湿潤　湿潤　130130



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■医学管理等
周術期等口腔機能管理計画策定料
　周術期等口腔機能管理計画策定料 1-2

管理・リハ
「その他」欄

周計 1-2
△

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ）
　手術前
　手術後

周前（Ⅰ）
周後（Ⅰ）

○

△

周術期等口腔機能管理料（Ⅱ）
　手術前
　手術後

周前（Ⅱ）
周後（Ⅱ）

○

△

周術期等口腔機能管理料（Ⅲ）
　　長期管理加算

周（Ⅲ） ○ △
○

周術期等口腔機能管理料（Ⅳ）
　　長期管理加算

周（Ⅳ） △
○

回復期等口腔機能管理計画策定料
　回復期等口腔機能管理計画策定料 1-2 回計 1-2

△

回復期等口腔機能管理料 回機能

■検 査

口腔粘膜湿潤度検査（1 回につき）
X 線・検査

「その他」欄
湿潤 ○（初診月を除く）

■処 置
口腔内装置（1 装置につき）
　口腔内装置 3

処置・手術
「その他」欄

OAp3
○

周術期等専門的口腔衛生処置（1 口腔につき）
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅰ）または（Ⅱ）を算定した患者に対し

て術前に周術期等専門的口腔衛生処置 1 を行った場合
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅰ）または（Ⅱ）を算定した患者に対し

て術後に周術期等専門的口腔衛生処置 1 を行った場合
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅲ）を算定した患者に対して周術期等専

門的口腔衛生処置 1 を行った場合
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅲ）を算定した患者に対して周術期等専

門的口腔衛生処置 2 を行った場合
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅳ）を算定した患者に対して周術期等専

門的口腔衛生処置 1 を行った場合
　周�術期等口腔機能管理料（Ⅳ）を算定した患者に対して周術期等専

門的口腔衛生処置 2 を行った場合

術口衛（前）

術口衛（後）

術口衛 1（Ⅲ）

術口衛 2（Ⅲ）

術口衛 1（Ⅳ）

術口衛 2（Ⅳ）

△
○

○

回復期等専門的口腔衛生処置 回口衛

特定保険医療材料料
　口腔粘膜保護材 △

■手 術
通 則
　　周術期口腔機能管理後手術加算

処置・手術
「その他」欄

■歯冠修復及び欠損補綴
印象採得
　口腔内装置等（1 装置につき） 処置・手術

「その他」欄
（※は装置と合算）装 着

　口腔内装置等の装着の場合（1 装置につき）※


